





























































































A. パートナーンップを築くことに向 A. パートナーシップを築こうとする
け、関係者それぞれに主体的な取 ことへの動機づけの強さが、パー
り組みの準備が整っている トナー間で著しく差がある
B. パートナー間に対等性がある B. 人や組織、機関にパートナーシッ
C. パートナーそれぞれの独自性が保 プを成立させるだけの能力や、準
たれ、相互の意向を尊重しあう 備が整っていない
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